
大成建設、成和コンサルタント、横浜国立大学、住友セ
メントシステム開発、ハカルプラス、パシフィックシステム、
ユー・エムシステム、リバティ 技術コンソーシアム

大成建設土木本部土木技術部 大友 健

「天ケ瀬ダム開発トンネル流入部本体他建設工事」

生コンの出荷～打込み/品質管理情報を
電子化し、クラウド上で共有
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コンクリート工事における生コン情報の流れ

生コンの出荷～
打設完了まで

・製造/納入の管理
・打込みの管理
・品質管理と検査
・施工結果の報告

品質の向上と、
現場における
作業時間の減少

電子化
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背景：コンクリート工生産性向上協議会の議論

協議会議論の１つ

〇生コン情報の電子化は、
共通のクラウドを構築し、
現行システムを活用しながら、
電子化を推進すべき

〇さらに、
映像の活用などにより、
業務の段階確認検査まで
できれば、(発注者の）
大幅な負担低減が期待

日本建設業連合会
からの提案

（横浜国立大学前川教授が議長）
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コンクリート打込みの進行状況、品質管理データ、試験状況の画像等
を電子化し、クラウド上で、発注者・供給者・施工者の３者で共有する

試行の内容

大成建設保有の品質管理
システムＴ-CIM ®/Concrete

現行システムを活用 発注者も含めた情報
共有システムの構築
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生コン出荷システム→情報共有サーバへ転送

フォーマットを統一
生コンJIS伝票の
全データの活用

住友セメントシステム開発、ハカルプラス、パシフィックシステム、
ユー・エム・システム、リバティのシステム５社で、国内シェアの８５％
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品質管理システムによる打込みの管理

製造～運搬～荷卸～打込の時間情報

打設累計

経過時間

生コン１台毎

タブレットでもスマホでも・・誰でも・・

【運搬中】

４つのフェーズ

【待機中】

【荷卸済】

【荷卸中】
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試験動画/画像の転送機能を付与

リアルタイムで
動画を参照

保存画像を参照
写真
フレッシュ動画
圧縮試験動画

タブレット画面で、
アンテナマークを
すると、

リアルタイム画像
が参照できる

画像を撮影
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打設途中・・打設が終わったら、、

→発注者仕様に合わせた
帳票書式のカスタマイズ機能
→品質試験記録表、
管理図表の出力機能
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試行現場の効果検証の参考とするため、他の国交省直轄現場でも検証

関東地整 □横浜国道：横環南栄IC·JCT下部工事 □東京港湾：東京港臨港
道路南北線中央防波堤地区工事 □東京国際空港：際内トンネル築造工事
近畿地整 □天ケ瀬ダム再開発 トンネル減勢池部工事 （以上略称）

生コン電子化WG

日本建設業連合会
土木技術委員会
コンクリート技術部会
/土木情報技術部会

大成建設
成和コンサルタント
横浜国立大学
（前川宏一教授）

プラントシステム
５社

全国生コンクリート
工業組合連合会
技術委員会

■実施コンソーシアム

■試行現場 近畿地整 天ケ瀬ダム放流設備建設工事
（追加） 九州地整 阿蘇大橋上下部工工事

コンクリート工
の生産性向上
検討協議会

■協力体制

直轄工事６現場で試行、効果を検証
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生コン情報を使用した場合の打込みの工夫

①
荷卸
開始

荷卸
完了待機中

次の生コン
車が早く
来ているとき

次の生コン
車が遅れて
来ているとき

生コン
工場発

現場
着

荷卸
開始

荷卸
完了

待機中

荷卸
開始

荷卸
完了

打込みをゆっくり行い、
途切れないようにする

次の車が
来ているのなら
どんどん打つ
⇒施工時間が短縮

車の回りが悪い時でも
ポンプが途切れない
ように調整しながら、
連続して打てるメリット

ポンプ付け間隔が最小
になるようにしている

ポンプ付け間隔が最小
になるようにしている

生コン
工場発

現場
着

荷卸
開始

荷卸
完了

② ③

① ② ③

⑥

⑥

④

⑤

生コン車の到着の予測が可能 打込み速度を調節して、
連続的なポンプ打設が行なえる

施工品質の
向上に寄与
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〇ポンプ付け間隔が１～７分短縮、打重ね時間間隔が１～５分短縮

従来と電子化方式での「作業時間」の比較
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現場での作業に要する時間の短縮効果

〇打設現場の作業時間は最大２０％程度短縮される
〇内業時間は５０～７５％削減される
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電子化情報
を利用して、
習熟した打設

電子化の試行
においても

・生コンの供給
が足りて、
・打込み作業が
追いつく、
条件であれば、

同じように
効率的な
施工が可能

電子化が効率的な打設作業に及ぼす効果
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＜供給者のメリット＞
・システムの自動化/情報把握が容易/運搬時間の定量化
＜供給者のデメリット＞
１）適用環境の問題 出荷装置自体が組合の所有
２）複数現場への同時出荷時の対応６０％は建築工事への納入
３）見える化への懸念

〇紙伝票そのものは残るー納品書と受領証（商取引の証）
輸送業者への指示書（納入場所と時間）

＜発注者からの意見＞
１）画像転送の双方化⇒検収システムの工夫が必要
２）画像精度と伝達の確実性のバランス（通信システムの問題）

〇動画の活用による さらなる検査・試験・紙帳票の簡素化
新技術による合理化がもっとできないか

⇒第８回生産性向上協議会(19.3.14)に、日建連により報告

ヒアリング ⇒様々な課題を抽出し、報告
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ご協力ありがとうございました。

生コン電子化の試行にあたっては、

日本建設業連合会土木工事技術委員会のコンクリート技術部会/

土木情報技術部会および全国生コンクリート工業組合連合会技

術委員会により生コン電子化WGを組織いただき、大成建設の天

ケ瀬ダム流入部工事以外の各工事におきましても生コン電子化

の試行を実施することができました。

試行にあたり、当該工事の発注者様、施工者様および関連の東

京地区・神奈川・洛南・熊本の各生コンクリート協同組合様、組合

所属の生コンクリート工場様に多大なるご協力を得ました。

ここにお礼を申し上げます。


